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１．はじめに
能登半島では，新第三紀以降の地層・岩石が飛騨片麻岩類の基盤花崗岩を直接覆う．両者の密度差は大きいので，稠

密重力探査により得られた重力異常データは，基盤花崗岩の分布に関する地下構造を与えうる（片川ほか，2002：須藤
ほか，2004）．そのため，重力探査結果を用いて邑知平野南東縁の邑知潟断層帯（地震調査研究推進本部，2005）およ
び同断層の隆起山地である石動・宝達山地の地下構造を検討した．以下では，石動・宝達山地の地塊構造をレビューし，
重力探査の結果とともに邑知潟断層帯の活動に関わる特徴を述べる．
２．石動・宝達山地の地塊運動
　石動・宝達山地の地形，地質構造は区域毎に特徴を有することが知られていた．片川ほか（2002）によれば，同山

地は地塊構造を有し，第四紀隆起運動は，地形が異なる地塊を単位に進行してきた．地塊は北から七尾地塊，鹿島地塊，
志雄地塊，宝達山地塊がある．各地塊を区画する東西方向の断層は北から佐野－庵断層，コロサ構造線，飯山－藪田線，
宝達山北縁断層がある．
３．重力探査
能登半島で，既往の重力測定点は邑知平野周辺に偏っている．そこで，奥能登東部を除く能登半島北部・中部で探査

密度の向上をはかり，既往の測定点とあわせて能登半島地域の重力異常図を作成した．基盤花崗岩の分布を把握するた
め，この図から地下深部の構造に起因する長周期成分を除去し添付図を作成した（河野ほか，2006）．
４．邑知潟断層帯と石動・宝達山地の重力異常
重力異常の急変帯（河野・古瀬，1989：須藤ほか，2005）や重力異常のギャップ，等値線密度の変化は，基盤花崗岩上

面の段差の存在を示唆することから，断層の有無や分布に関する資料となる．以下，概要を述べる．
添付図を既往の地図に照らすと，急変帯は邑知平野南部の北西縁，南縁，邑知平野の南東縁に見られる．南東縁の急

変帯は平野南部では連続性がよいが，北部では勾配の強弱があり平野・山地境界付近に短い急変帯が連続する．邑知平
野南縁の急変帯は東西方向を示し，邑知平野南東縁の急変帯の南縁を画する．なお，こうした急変帯は邑知平野よりも
北側の能登半島には見られない．
また，邑知潟断層帯など（活断層研究会，1991：地震調査研究推進本部，2005）や石動・宝達山地の地塊構造（片川

ほか，2002）との関係で検討すると，急変帯付近には活断層や断層が位置する．邑知平野南部南縁の急変帯は宝達山北
縁断層（片川ほか，2002）に対応すると考えられる．同南東縁の急変帯は大局的には平野・山地境界付近に位置し，南
縁の急変帯に画される．この急変帯は，ほぼ「坪山・八野」（活断層研究会 1991）などを除く邑知潟断層帯の区間（地震
調査研究推進本部，2005）に対応すると考えられる．なお，飯山－薮田線（片川ほか，2002）は石動山地内では北側の
高い重力異常と南側の低い重力異常との境界にあたる．急変帯はこれを境に，地形上の平野・山地境界と急変帯との位
置が南北で異なっている．飯山－藪田線の北側では平野・山地境界とほぼ一致するが，南側では平野・山地境界は急変
帯から 2～3km隔たって山地側に分布する（片川ほか,2002：須藤ほか，2004）．
５．まとめ
　邑知潟断層帯に対応すると考えられる急変帯は石動・宝達山地の地塊構造に対応した特徴を有している．邑知潟断

層帯の第四紀の活動には地塊構造との密接な関係が想定される．他の資料を含めた総合的な検討が必要である．
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